
個 人 競 技 の 構 成 に つ い て

「 布 」 の 一次 予 選 か ら 世 界 選 手 権 大 会 ま て

小 林 由 美 子

は じ め に

新体操競技にお ける世界選 手権大会への道は， 数回の予選 会 を通 過して ， 獲 得することがで
きる。 1 9 7 7 年1 0 月に行 な わ れた， 第 8 回新 体操世界選 手権 大会 （ 億渭 Wo r l d  

Champi o n  S h i p s i n  Modern R hy t hm i c  G ymn a s t i c s 〕 （ス イ ス のバ ー ゼル で
開催） の場合， 1 年前より始 まり， 1 9 7 6 年11 月， 甲 府 において全日本新 体操選 手権大会
兼第 8 回新 体操世界選 手権大会第一 次予選会， 翌年 6 月， 山形において第二 次予選 会， 同年 8

月， 大阪 にお いて 最終予選 会， の 3 回， 予選 会が行な われた。 言うま でもないが， 予選 会が進
むに従い， 選 手は厳選さ れていった。 一次予選 では， 団体 参 加 7 チ ー ム 中 7 チ ー ム ， 個人 参加
3 3 名中 2 0 名， 二次予選 では， 団体参加 7 チ ー ム 中 4 チ ー ム ， 個人参 加 2 0 名中1 2名， 最

終予選 では ， 団体1 チ ー ム ， 個人 3 名となり， 今回は， 団体が本大学チ ー ム ， 個人も同じく我
々の大学より 3名が， 第 8 回新体操世界選 手権への道を 獲得する こ とが でき ， その中に筆者も
入っていたのである。

目 的

3 7  

先に述べたように， 世界選 手権大会の出 場が決まるまでには， 約1 年間に 3 回の予選 会が行
な わ れ， 予選 通過後は， 次の予選に向ってより良い演技にしていくことが， 練 習の目 的で あり，
予選 通過の手段である。 より良い浪技として認め られるには， 採点の対象 である実施と構成の
二面を， 完璧に近いものにしな国tばな らない。 実施においては， （基礎の出 来あがった者を基準

として考えて）， 内容を 繰り返 し， 繰り返し練 習して自 分のもびこしていく 事で達成される。 そ し
て， 構成で は蒸規則に基づき（今回は個人競技） 独創 性， 難度 のとり入 れ， 伴奏音楽との関係
な どが， 長い期間で練 られて いく。 個人競技の採点の配 分は， 構成 ： 実施が 7 : 3 で あり，
1 0 点満点で 構成が 7 という割 合は実に大きい。 そこ で今回は， 3 回の予選 会と世界選 手権 大
会で実際に行な わ れ た 筆者の布の油技 をとりあげ， その構成及びよ り良いものへの過程を知り，
個人競技 にお ける 構成の重 要性を確かめるのが， 目 的である。

※ 「 新 体 操 規則 集」 日 本 体 操 協 会発行
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方 法

0 一次予選から世界選 手権まで， 4 回の試合で撮影し た 8 ミ リ フ ィ ル ムをもとに， それぞれの
演技を， 一定 の 呼間数 ( 3 拍 子は 1 2 呼間あるいは 2 4 呼間， 例外とし て 1 8 呼間とし，
拍 子は 8 呼間） に 分類し， 運動の分析を し た。

o 1 2 m四方 の床面を どの ように 使用し たか 移 動図を示し た3

の位置で行なわれたか 移動図 に実線 で示し た3

0 運 動の分 析をもとに， A, 運動別 B, 操作別 に回数を表に 示 し た3

運 動別 ( 9 項 目 ）
。 波 動運動及 びそ の連続 ・ 体を曲げる動作

・跳躍 及 びそ の連続 ・ 姿勢（ 静止）

ま た， 上 記で分類し た運 動がど

A
 

・ 捻転
• 平均 姿勢

・歩， 走

2
 

・回転
• そ の 他

B
る
形

振
蛇

o

.

 

操作別 ( 6 項 目 ）
・ 円運 動
• 8 の字

・螺 旋
• そ の 他

結 果

田 一次 予選
左斜 前を向いて立 ち，

に位置する。
布は， 左 手 に持っ て 体前 床上 にお く。 1 2 m 四 方 の中心よ り やや後方
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② 
1 ~ 3 

4 ~ 6 
3
 

7 ~ 9 

後方に 転向し， 布を頭上 に 振 り あげると 共に後屈する
右足軸 で， 左足を 前方 に 振 り あ げると共に 回転 し， 布は
左脚下で小回旋した後， 右手 に 持ちかえ， 後方に引く

左側屈と共に，
がる

左斜上方にら旋を え がきながら， の びあ

右手を後方に引い た 位置でら旋を え がきな がら，
方 に進む
左足踏み 切 り でひきつけと びと共に， 布 を右 体側で大回
旋する
布 を体 前 で大 回 施し，

右 斜前

左横へひきつ けと びをして しずみ
こむ
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個 人 競技 の 構 成 に つ い て

1 応12 のびあが り なが ら， 左体側で ら 旋を え が く

⑧ 
1 ~ 3 右 斜前 方へ， 体回旋 と 共に 回転， 布は水平 大回旋 1 回
4 ~ 6  回転 を繰 り 返 し， 布 は 腕下 で水平小回旋 1 回
7 ~ 9 ( 1 ~ 3 ) を繰 り 返 す
10~12 左体側 で布 の棒 を 立て， 回転する
13~15 布 を振 り あげ， の びあ が る
1 &-----18 左へ 9 0 °転 向 し ， 左体側 で ら旋 を え が く

④ 
1 ~ 3  右足 を前 方 に振 り あ げ後屈 と 共に， 布 は， 右 体側 で大 回

旋 1 回

4 ~ 6  同様に 振 り あげ後 屈 し布は頭 上 に 振 り あげる
7~1 2  右足 を大き く 1 歩 出 しな が ら ， 布 は頭上か ら体前 に蛇形

を えが く
1 炉1 5 左足 を 1 歩横に 出す と 共に， 右足 を前交差で甲 をつ けて

出 し， 布は， 体後方で小回 旋 1 回

3 9  

16~1 8 左へ 9 0° 転 向 し ，， 右足 を 前 に ボ イ ン ト し， 後 屈 と 共に ，
布 は右体 側で大 回旋 2 回

1 9-24 ( 1 ----...., 6 ) を繰 り 返す
® 
1 ~ 3 左へ 1 回転， その 後大 き く 8 の 字 を 1 回
4 右足 を後方に振 り あ げる
5 ~ 6 ら 旋 を え が き なが ら， 右斜後 方へ， ジ ャ ソ プ タ ー ソ の 助

走 を す る
7 ~ 9 左足踏み切 り の ジ ャ ソ プ タ ー ソ と 共 に， 布 は頭上で水平

回 旋 1 回
1�2 同 じ よ う に ジ ャ ン プ タ ー ン を し， 右足着地で， 回転 と 共

にすわ り ， す ぐに 立ち 上がる。 布 は ら旋 を え が く
1 紀1 5 ( 7 ----...., 9 ) を繰 り 返す
1 6---1 8 右足でホ ッ プ と 共に， 腕 を後方 に ひ く
1 侭21 後 方 で ら 旋 を え が き な が ら 半 円 を歩 く
22~24 両足 をそ ろ え， 左体側 で ら旋 を え が く

⑥ 
1 右足 を大 き く 前方に 出 して 膝まづ く と 共に， 布 を 右へ大

き ＜ 振 る
2 左足で( 1 )を緑 り 返す
3 ( 1 )を繰 り 返す
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4
 

(2 )と同様 に膝 まづくと共 に ，

手に 持ちかえ る

布を左体 側で 大 回旋 し， 左
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13"--18 
19へ，24

⑨ 

1 ~ 3  

4 ~ 6 

／ L_ _ _ _ _ -‘— ゞ

7 ~ 9 
10~12 
13~、15

16~18 

⑩ 
1 ~ 3 

4 ~ 6 

7 ~ 9  

( 1 )と同じ足で， 布 は 右体 側で大 回旋

(2 )と同じ 足 で， 布 は 左体 側で 大回旋
両足をそ ろ え， 右体側でら旋をえ がく

布 を床上で左右 に 振り， その布 の間を左足， 右足と歩く

右 に 90° 転向 し ， 大 蛇動 1 回と共 に， 布は大 き く 8
の字を2 回 ， 右体側で右手に持ちかえる

正面へ転向 し， 両足をそろ え て ， 左側でら旋をえ が き ，

右足 を横 に大 きく 出すと共 に， 布 も 右 へ 引く

(7 ~ 9 ) と同 様に， 右 側でら旋をえ がく

布を体前で水平回旋 して， その中にとびこみ ， 左へ 回 転

しながら腰をお ろ し， 布を頭上で 1 回旋する。
正面を向き ， 左 手肘をついて， 右足を後方に振りあげる
と共に ， 布を前方に 振る。
右 に 回転 しながら， 布 は頭上で 1 回 旋 後， ら旋をえ がく

左 手支持で腰をひ きあげ， 右足 を後方に振りあげてそり

身姿勢を通過 し ， 布は 右 体側で 大回 旋する。
(7 ~ 1 2 ) を繰り返す

体 前で吠： 回旋と共に， 立ち上がり， 右 に 回転する

布を体前で内 側に ひねり，

かえる

後方に 右足を出 し て 回転 しながら， 布 を腰後方で左手に

外 側 に ひ ねり返すと共 に持ち

持ちかえる

( 1 ~ 3) を左 手で行な う
(4 ~ 6 ) を左へ行ない， 左手 に持ちか える
左へ回 転と共に， 布 は頭上で回旋する

のびあ がりながら， 布 は上方；こ 振 り あげる

布 を床上で左右に 振りながら， 布の間を左足か ら 4 歩歩

＜ 
5 歩 目 で左足を， 右足の前 に交差 して 出 し，

共に ， 布 は左体側でら旋をえがく

布 を右 体側で大 回旋 し， 体前で 左から蛇形をえ が き なが

左斜 前 方へ進 むら，

静止 すると
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7 ~ 8  

体を 右 に捻って布を後方 に引き，
左足軸で左へ回転する

右側に 向い，
る

ら旋を え がき な がら，

布を床上で左右 に 振りな がら， 布の間を走

前後開 脚とびと共に， 布を右体側 に 振りあげる

両足をそろ えて， 膝をまげてしめると共に， 布を 頭上か
ら前方 に振りおろしら旋を え が く
左へ 1 8 0 ° 転向し， 左足を大き く出 して膝まづ き ，
~ 9 ) と同様に ら旋を え がいた後， 腰をおろすと共に，
布を後方に ひく

(7 

布を右体側で大回旋しな がら， 左 へ回転し，
な るよう にねて， そり身と共に， 布を頭上に 振りあげる
布を下方 に振り下 げな がら， 小さ くなる

( 1 ~2 ) を 繰り返す
布を 体側で大回 旋し， 右足左足と振りあげ ながら右へ回
転し， 足の 間で布を 左 手 に持ち か える
右肩が下 に なるようにねて， 下 半身を捻り，
右足後方 にして布は後方 に お いて 静止する

左肩が下に

左足前方，

田
（同 じ部 分は，

二次予選

図ー 11 ・ m

番号のみで文は省略する。 ）
① 
② 
7 ~ 9 

10~12 

® 

④ 
⑥ 

ひき つ けとび 1 回した後， 左へ 1 回転と共に，
で水平回旋する
左 体側でら旋を え が く

回転の際に，

布は 頭上

左腕も右腕と共に 回す

ジ ャ ソ プ タ ー ン2 回後，
タ ー ソは行 な わない

すわって立ちあがって ジ ャ ン プ

⑥
 

1 ~ 2 

3 ~ 4 

両足をそろえ ， 布は水平に ， 右後方へ ひ く（ 右横を 向いている）
左足から2歩 歩 くと共に， 布は 水平に左 体 側に引く
体を右に捻り， 左足を前 交差して正面 に 出 し， 布は後方 から左体側にもっていき， ら 、一
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旋 を えがく
5 ~ 6 左足か ら2 歩歩 き なが ら， 布は， 大き く 8の字 を えがく
7 ~ 8 両足をそろ えて後屈する と 共に， 布は前方で ら 旋 を えがく
9~1 2 右足 よ り 大き く 4 歩で円 を えが き なが ら， 布は体前で蛇形 を えが く
13~14 正 面を向いて， 左か ら 右へ ら 旋 を えがく

15'--16 体後方で大回 旋し， 右で左手に持ちか える
⑦， ⑧， ⑨ 
⑩ 

最後に ら 旋 を えがいた後， 左手に持ちか えて， 体前で大回旋1回
⑪ 
1~ 6 右へ， 左足か ら 3歩歩 き， 正面 を向いて ， 左足 を大 き く出して捻る と 共 に ， 布を 後

方に水乎に ひ < , 右へ 回転しなが ら， 布を体前で， 右手に持ちか える。
7~1 2  右 に回転しなが ら， 左足は 膝まづき， 腰 を おろして右足を後方に ひ き， 布は 体前か ら

後方へ ら旋を えがく。 1 2 で， 布を後方 よ り 大回旋して足の方へ ひく と 共 に， 右 膝 を
まげて小さくなる

⑫ 

そ り 身の運動 を， 右足のまげのばしのみで行なう。

国］ 最終予選
①⑫怠）
④ 

蛇形 を， 左か ら体前で え がく
⑤⑥⑦⑧ 
⑨ 

左手は持ちか え を行なわず， 内 ・ 外 と ひね り のみ を行ない， その後， 後方に転向 し， 布
は後方で横蛇形 を え がく。 正面に転向し， 体前で大回転， 頭上後方で小 回旋して， 振 り
あ げる

⑩⑪⑫ 

®
 

囚］ 世界選 手権 ① 
図 一 IV 1 - 3 後方に転向し， 布を頭上に 振 り あげる と 共に後屈する。

4 ~ 6 右へ回転しなが ら， 布を 右手に持ちか え， 頭上で水平回旋 1 回
7 ~ 9 右足を 横に大き く出す と 共に， 左足を後方にひ き， 布を右へ 振る
1 0--1 2 ( 7  - 9 ) を 左へ行な う

② 

1~ 3 右足 を横に 出し， 左足 を右斜前にボイントしなが ら， 布は 体前
で左か ら右へ蛇形 を え が く。

4 ~ 6 左足を も どし， 右足を後に ひ きなが ら後屈， 布は右 体側で大回
旋する
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7 ~ 9 足踏み と 共に， 布 は体前 で小 さ く 8 の字 を繰 り 返す
10,--..., 12 ( 4 ,....., 6 ) を繰 り 返す
⑧ 
1 ~ 3 左足 を前 交差 に 出 し て， 上体 を右 に捻 り ， 布 を水平 に後方 に振 る
4 ~ 6 軽 く と びあ が っ て1 8 0 °転向 し， 後方に歩 き な が ら， 布 を体前で回旋する 。
1応12 正面に転 向 し， 右上方 に布 を振 り あげる。
④ 
1 ~ 3 左に 回転 し なが ら， 布 を 体前で左手 に， 腰の 後方で右 手に 持 ち か え る
4 ~ 6 左体 側で ら旋 を え が く

4 3  

7 ~ 9 左 足を 横 に 出す と 共 に， 右足 は前交差 に 甲がつ く よ う に 出 し， 布 は， 腰の後方で小回
旋1 回 す る。 右足 を踏みか え な が ら， 体前で大 回旋

1応l2 ( 7 ~ 9 ) を繰 り 返す
13 -l 5 左足を横 に1 歩 出 して 静止する と 共に， 布 は， 右で蛇形 を え が く
1 6-18 布 は蛇形 を え が く と 共に， 左ヘギ ャ ロ ッ プ 1 回
® 
⑥ 
1 右 足 を横 に1 歩出 す と 共に， 上 体 を左に捻 り ， 左足 を右前 方に 振 り あ げ， 布 は， 体前

で左か ら 蛇形 を え が く
2 左足 を も どす
3 ~4 右足 を後方に 大き く ひ き 後屈 と 共に ， 左足を 膝 を ま げて あ げ， 布は右体側で大回旋
5 ~ 8 (1 ~ 4 ) を繰 り 返す
9~12 布 は体 前 で蛇形を え がき， 右足 追歩 4 回 で円 を え が く

13 ~16 正 面 を向き， 左 か ら 右へ ら 旋 を えが き， 体後方で大回 旋 して， 左手 に 持 ち か え る。
® ～ ⑫ 

以上が， 一 次予選か ら 世界 選手権大 会ま で， 4 回 の試合 で行 な わ れた 「布」 の 運動 内 容 であ
る 。 移動 図 に 多少の変化 は あ る が， 運動 自 体 は ， 同位置で行なわれて い た為， 一次予選で示 し
た よ う な ， 点線 と 実線 の移動図 は， 二次予選か らは 省略 した。 叉， 最終予選の 移動図は， 二次
予選 と 変化 がな か っ た 為， 図 n ， 皿 と し て ， 二次予選の 所で示 し た 。

次の表 は， 身体の運動 か ら みた 分類， 及び帯状布 の操作か らみた 分類で， 各 フ レ ー ズ （①～
⑫) で どの よ う な 運動 （操作） が何 回行 なわれ， 全体で どれだけ， そ の運動 （操作） が行 な わ
れたか， 叉， 4 回 の試合 を I • IT • 皿 • N と し て ， どの よ う な変化が見 ら れる かを示 した。 表
- A では ， 波動運動及びその連続， 体 を曲 げる動作， 平均姿勢 回転， 跳躍及びその連続， 姿
勢 捻転， 歩， 走， そ の 他の 9 項 目 に， 座運動 をつけ加 え ， 1 0 項 目 と した 。 こ れは， 他項 目
と の 重複が， 考 え ら れ る。 表ー B では， 振 る ， 円 運動， ら 旋， 蛇形， 8 の字， その他， の 6 項
目 に， 左手の 浪技の 回数 をつけ 加 え る こ と に した。 （ 同様 に， 他項 目 と の重複 あ り ） 一般的に，

※ 右手 の演技 が多 く な る わ け だが， そ の 中 には， 必ず， 左手の演技 を と り 入れ な け ればな ら ない。・

※ 新体操 規則 集
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身 体 の 運 動 か ら み た 分 類 表 ー A

波 動 運 動 体 を 曲 げ る 動 f 回 転 眺 躍 平 均 姿 勢 捻 転 歩 ． 走 座 運 動 そ の 他

I II ill IV I n III IV I II Ill IV I II m IV I ]1 III IV I ]1 m IV I II m IV I Il m IV I Il III IV 

＠ 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

® 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 

® 4 4 4 1 1 

④ 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 

® 1 1 1 2 2 2 1 4 3 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 

⑥ 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 

⑦ 2 2 2 2 1 1 1 1 

⑧ 6 6 6 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

⑨ 2 2 2 2 2 

⑩ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 

⑪ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

⑫ 4 4 4 4 1 1 1 1 

計 2 2 2 2 8 ， ， 9 1 6 1 8  1 8 1 3  8 5 5 4 3 3 3 1 2 4 4 1 1  6 7 7 7 4 3 3 2 2 1 1 1 

、
j

ノ

丼

田
湘
f



帯 状 布 の 操 作 か ら み た 分 類 表 ー B

ら 旋 蛇 形 蛇 形 （縦） 回 旋 回 旋
振 り の 字 そ の 他 左 手

（ 横） （大） （小）
8 

I II m IV I II m IV I II m w I n 皿 IV I II ill IV I II m w I II 皿 IV I II m IV I II m IV 

① 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 

② 2 2 2 1 2 2 2 2 1 

⑧ 1 1 1 2 2 2 3 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 

④ 1 1 1 1 1 5 5 5 3 2 2 2 3 1 1 1 1 

® 3 3 3 3 3 2 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 

⑥ 1 3 3 1 1 1 3 3 4 4 2 3 2 2 

⑦ 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

⑧ 3 3 3 3 5 5 5 5 1 1 1 1 1 1 1 1 

⑨ 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 

⑩ 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 

⑪ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 2 1 1 1 

⑫ 2 2 2 2 4 4 4 4 1 1 1 1 

計 1 7  1 8  1 8  1 3 3 2 2 2 1 2 2 5 2 4  2 6  2 6  2 6  6 6 7 6 1 4  1 6  1 6  1 6  1 1 1 2 3 3 2 1 4 5 5 5 

菌
A
類
苅
0
薯
涎
丙
OL'
A

4
5
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どの試合で， ど の部分が変わ っ た か， 大 ま か に 分類 した も の が， 下の 表であ る。 ①は， → 次

予選 か ら二次予選で変化 し， そ の 後 世界選手権 ま で変化 しな か っ た も の， と し， 以下 同 様の

要 領 で， 記号 で示 し t� （表 ー C ) ， 次 に ， 各試合での 得点 を 記す。 （表 ー D)
表 ー C

表 ー D

試 ノロ フ レ ー ズ 試 合 名 得点

① ( I ) ー （ II • ill • IV) ⑪ 一 次 予 選 9.5 0 

＠ ( I ) ー （ II • ill )  - ( IV ) ®⑥ 二 次 予 選 9.6 5 

◎ ( I  • Il • Ill )  - ( IV) ①⑧④ 最 終 予 選 9.8 5 

€） C I • II ' • ill' • IV り ⑥®⑫ 世界選手権 92 0 

⑮ C I  • Il • ill • IV ) ⑦®⑲ 平 均 9.5 5 

（国 内 乎均） 9.7 0  

個人競技 の 採点 の配 点 は， 「新体操規則 集」 に おい て ， 次の よ う に 定 め ら れ てい る 。

演 技 ｛

構 成1巴三： 叶 ［
゜

[
O

実 施 ー

［
演技の正確 と 安 定性 1.5 0 

一般印 象 1.5  0 

構 成 7 点 の 内 容

難度の評 価 5 点

音 楽 と 動 き の 関 係 1 点

構成技術 価値 0. 5 点

計 3. 0 0 

総計 1 0 . 0 0

難度の 配分， 難度 の論理的 連続， 難度の 多様性， リ ズ ム の 多様性， 床面の使い

方， 床面の 移動 と 方 向

構成の 独創性

新要素 の導 入 と 結合

実施 3 点 の 内 容

技 術 1 . 5 点

一般印 象 1. 5 点

0. 5 点

確 実性， 優美性， 調和， 力動感， 軽快性， 動 き の大 き さ， 個性 と 表 現 力
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考 察

4 つ の演技の構成を 分析し， 文章 に記したわけだが， ①～

⑫

までが変わりな く あて は まるこ
とから， 演技全体の流れは変えてい な いことがわかる。 床面の 利用も， 図 ー I ' 図ー n • m ,  
図 ー IV を見てわかるよう に ， ほとんど変わ っ てい ない。 ①と⑥の位置が試合が進むに したがい，

中心 に近 く なっているだけであり， これは， 左後方で行なっていた涸技を意識的に前に 出 し，
より見せようとしたのである。

では， 試合 ごとに どのよう に 変化 しているかを見てい く ことにしよう。
く 一次予選 ～ 二次予選 ＞

この時期に 変 化 した所は， ②⑥⑥⑩⑪であり， そのう ち大き く 変 化 したのは⑥と⑪である。
※ まず⑥を見てみると， この運動は， この作品の中で最も特徴のある動きの 部分である。 • I で

は「片足膝立 ちの踏みかえ連続と振り， 8の字の組み合わ せ」であり， 運動として 補強 的で大
変つらい運動である。 見た目 にも強 さを感じさせる。 その点， ※ Il では 「左右の 振りと共 に 歩
-※ ※ . . 

捻一 歩 ー ・ 屈」で， 体の複雑な捻りを中心に動き が見られる。
勘 運動は， I は「床面左右 振りの間の走 i茨 跳一 姿勢」， Il は 「歩 一 捻 一 回」でやはり仙

きへと変 化している。 前者は， ⑩で左右 振りの間の走を行なっているという点でも除 く のが好
ま しいと思われる。

②は， ひきつけとびを 1 回転 に変 え ， ⑥では， 立 ち上がりからの跳躍 を除いている。 これ
らは， 正 唯に行なわれていなかったことが， 内容の変 化につ ながったのであろう。

⑩は次の運動のつなぎとして， 1つ運動が増えただけである。 ． ．  
これらの事を 考えあ わせると， 2次予選では， 多少跳躍系が減っており， 部分的 に動き を増

して来ていると見られる。
＜二次予選 ～ 最終予選 ＞

最終予選では， 大き く 変ったところはない。 部分的 に変ったのが， ④で 縦蛇形が横蛇形に な
り， 美しさは見られる。 又 ， ⑨の運動では， 左手の ひねりから持ちかえを止めている。 繰り返
しは なるべ く 避けた方 が良いし， 左手に おいて 正確に 行なわれていな かったということが原 因
と見られる。

構成面で変化させな かったのは， 期間的 なもの(2次予選 6 月 ， 最終予選 8月） が関係して
いたのかもしれ ない。 どんな 試合でも， そうではあるが， 特 に最終決定戦 に おいては ミ ス は絶
対に 許されないのである。 「数多 く の選手の中から厳選さ れた者ばかりであるから， この段階
に なると， 演 技の差はほとんどな く， 失 敗 した者 が負ける」のである。 実施面を重視し， 完壁
なものに しなければな らな かったのである。 こういった理由から， この期間 には， 構成に手を

つけ な かったということが理解されるであろう。
＜最終予選 ～ 世界選手権大会 ＞

最終予選 を 通過すると， 目 指すは， 世界である。 この 点を頭に入れて見ていこう。 大き く 変

※ I 第二 次予 選 会 の 演技
※ 屈 体 を 屈 げ る 動 作 の 意

※ Il 第二 次 予選 会 の 演技 ※ 捻 捻転 の 意
※ 跳 跳躍 の 意 ※ 回 回転 の 意
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※ 
化 して い る のが前半 （①～④ と ⑥） であ る。 ま ず表ー A の 捻転の•N が増え てい る こ と が 明 ら か

に わ か る 。 I か ら では 十 9 であ り ， 皿 か ら でも 十 7 で あ る 。 全体 を見 て も ， ほ と ん どの部分 に

入 っ て 来 て い る 。 他 を 見 る と ， 回 転1 3 回， 跳躍 4 回 ， 平均姿 勢 2 回 であ り ， こ れ ら の運動が

減 っ た分， 捻転へ と 変 っ て しま っ た よ う であ る 。 又， 操作 上 では， ら 旋は 1 よ り 4 回減少， 蛇

形 は 1 よ り 4 回増加 と い う 点が 目 立 つ。 1 で蛇形が極端 に少 な く ， 片 寄が 見 ら れた が， こ の程

度 入れば良 い で あ ろ う 。

前半の1 つ1 つ を見てい く と ， ① の演技の 入 り は， I • 11 ． ※ m ま で 「転向 一 屈一 回 ー 屈」

であ っ た の が， W は 「転 向 一 屈 一 捻 ー捻」 と な っ て お り ， 先 の捻転の1 つであ る。 捻転の際に，

左右 の振 り を共 な っ て お り ， こ の事 が大 き さ を増 し， ア ク セ ン ト に よ っ て強 さ が感 じ られる。

次の②は， 皿 ま で， 跳躍系 であ っ た の が， 全 く 雰 囲気 を 変 え， 「捻一 屈 一 歩一 屈」 と な っ て

い る。 移動性の あ る も の か ら， 定位置 と な り ， 繊細 な動 き の 線 をた っ ぷ り と 見 せて い る。 こ の

よ う な入 り に よ っ て， 作品全体の雰囲 気が変 わ っ て く る で あろ う。

⑧は， I • Il • ID が 「回転の 連続」 であ っ た の が， 「捻 一 歩」 と な り ， 前者 は運動の数が多

く ， ス ピ ー デ ィ で あ る が， 後者 は 大 き な捻転1 回 と さ が り な が ら 布の 回 旋 と い う よ う に， 数 か

らい う と 少 ない。 が， 運動が小 さ く な っ た わ けではな く ， 少ない動 き をい かに 大 き く 動 く か を

見せ よ う と す る も の な の であ る。 リ ズ ム は， 回転連続 の平凡 さ に比べて ， 捻転 でア ク セ ン ト を

つけ， さ が り で少 しず つ も り 上げてい． く 事で， リ ズ ム の変 化がみ ら れる。

正 面 を横切 る④の運動 は， m ま で 呂F 一 乎ー ら — 屈 一 回」 で， 正面 を向 く 捻転 を除 く と ， 体

側 を見せ る 運動が， ほ と ん ど を しめて い る。 IV は ， 「ら ー ら — 姿勢 一 回」 （捻転 は前者 と 同様

の動 き） で， 正面 を 向 き， 左へ移動す る 型にな っ て い る 。 前 の⑧ と 同 じ よ う に， 運動の数 か ら

い う と ， 減 っ てい る が， 運動がよ り 大 き く な り ， 1 つ1 つの運 動が見せ場 と な っ てい る。

I と 1I • m です でに 2 つ の運動 を行な っ た⑥の動 きは， リ ズ ム も 他がすべて 3 拍子であ るの

に対 し， こ の 部 分のみ 2 拍 子で， 曲 も 大 変 印象 に 残 る と こ ろ であ る。 I では躍動的に， Il ． m 

では， 体の捻 り を 見 せ， IV におい ては ， 「捻 ー 屈 一 捻 一 屈」 と 繰 り 返 しに な っ て い る。 皿 ま で

の移動 を共な っ た も の に 対 し， 定位置で， 繰 り 返 し動 き を強調 し， 見 せ場 と して い る。 こ の 3

種 の 運 動 （ I ～ 1V ) は， 3 種共に， そ れぞ れ違 っ た雰 囲気 を持ち， 同 じ曲で あ っ て も ， 動 き に

よ っ て， い ろ い ろ な 変 化 をする も の で あ る。 本 研究 では， 構成中 心で実 施にふれる こ と を避け

てい たが， 11 ． m と 1V の運動は ど ち ら を と り あ げて 見 て も ， 良い動 き であ るが， 自 分の も のに． ． ．  
な る ま でに は， 長 い 時間 と 練 習 を必要 と しt.:o それ程， 動 き 方が高 級であ り ， 手 具操 作の 難度

と は， 又 ち が っ た練 習が要求 さ れ る のであ る。

以上が 1V に おいて 再 構 成 さ れ た 点 で あ り ， そ れ ら を ま と め て 見 て ， 言 え る 事 は ， 世界

に 向 けて の浪技 と い う も の を 常 に頭 に 入 れて考 え ら れて いた と い う こ と であ る。 運動に おいて，

よ り 良い 動 き と い う も の を見せ る のは捻転の運 動 であ り ， それ を豊富 に と り 入れた わ け であ る 。

又， 部分的 に わか っ た よ う に運 動 の数が減 っ てい る が， そ れは運動 を よ り 大 き く 見せる 為でも

あ り ， 特 に 筆者 の場 合， 小 柄な 為， い かに 大 き く の びのび と 見せ る かが大変重要な こ と だ っ た

※N 世界 選手権大会 の 演技

※ m  最 終予 選 会 の 演技

※ 乎 平 均 の 意
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のである。 数多くの運動をやる のではなく， 数は少なくし， 大きな 動きでいかにより良い動き
を 見 せることができるか， それ を研究して 出来たのがこの試合での演技だ っ たのである。

ま と め

本研究で， さらに， 個人競技における構成の重要性 が確 め られ たわけだ が， 各試合における
得点表 ー D を 見 て， →欠予選から最終予選 の段階では， 演技の向上が， 実には っ きりと表われ
ている。 しかも， どの 試合でも， 演技の失敗は なか っ たので， その得点は， より正確であり，
比較の上で， 困難は ない。

新 体 操競 技にお いて ， 得点 がすべてでは ないと言い な が らも， やはり， 勝つのは， 得点の
高い者である。 特に， 最 終 予選 では ， 「世界選手権への権利 ＝優勝＝ 高得点」でなければ
ならなか っ た3 1 年間で， 構成を練り， このような 結 果とな っ たことは， 大変良いことである
が， さて， 次の世界選手権とな ると， 得点は， 同様に失 敗 な し9.20で， 最終予選 に比べて，
-0. 6 5 , 一次予選 と比べて も一0.3であ っ 迄 この結 果から， 世界へ向けて， 動きのみに重点を
おくことは， 困難が多いようであ っ t.:o しかし， 日本の新体操も， 発展してき て いる上で， 世
界の新 体操へ近づいて いることは確かである。 そこで， これ からの課題は， 世界へ立ち向かう
為の 構成， 及び動きづくりであ り， これから， ますます研究を続けていき たいと思う。

o「新体操規則集」
o「新体操 図解 コ ー チ」
o「女子の新体操 」
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